
6よしかわ議会だより

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

様
々
な
環
境
整
備
を

濱
田　

美
弥

問　

美
南
地
区
の
街
づ
く
り
（
中
学

校
建
設
・
ス
ー
パ
ー
の
誘
致
・
美
南

小
の
児
童
の
人
数
増
加
と
プ
レ
ハ
ブ

や
学
区
変
更
な
ど
）
に
つ
い
て
伺
う
。

答
教
育
部
長　

新
中
学
校
は
開
校
32

年
に
向
け
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境

を
優
先
さ
せ
な
が
ら
も
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
て
地
域
の
拠
点
に
な
る
よ
う

検
討
す
る
。
駅
前
の
イ
オ
ン
は
29
年

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
中
。

　

小
学
校
は
人
数
の
推
移
を
見
な
が

ら
空
き
教
室
な
ど
で
対
応
し
て
い
く
。

◆ 

吉
川
市
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
の

底
上
げ
・
小
中
一
貫
教
育
連
携
校
・

各
種
検
定
試
験
に
つ
い
て

問　

小
中
一
貫
教
育
連
携
校
の
検
討

を
。
ま
た
、
漢
検
、
数
検
、
英
検
等

小
中
学
校
を
会
場
に
し
て
行
え
な
い

か
、
そ
の
際
の
補
助
は
。

答
教
育
部
長　

先
進
市
の
事
例
を
今

後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
く
。

◆ 

通
学
路
等
交
差
点
の
歩
車
分
離
信

号
の
検
討
を 

問　

市
内
の
交
差
点
を
歩
車
分
離
の

導
入
検
討
を
。

答
市
民
生
活
部
長　

導
入
が
効
果
的

な
場
所
に
つ
い
て
は
警
察
と
協
議
し

て
い
く
。

業
務
継
続
計
画
の
策
定
状
況
を

吉
川　

敏
幸

問　

①
吉
川
市
に
お
け
る
業
務
継
続

計
画
の
策
定
状
況
は
。
②
現
在
、
大

規
模
災
害
に
よ
り
本
庁
舎
が
使
用
不

可
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
施
設
は
ど

こ
に
な
る
の
か
。

答
市
民
生
活
部
長　

①
平
成
27
年
3

月
の
吉
川
市
地
域
防
災
計
画
改
訂
に

お
い
て
、
予
防
計
画
の
中
に
そ
の
策

定
を
位
置
づ
け
た
と
こ
ろ
だ
が
、
業

務
継
続
計
画
は
未
策
定
の
状
況
で
あ

る
。
早
期
に
策
定
し
て
ま
い
り
た
い
。

②
代
替
施
設
は
、
災
害
対
策
本
部
を

消
防
庁
舎
に
設
け
る
が
、
そ
の
他
の

業
務
は
被
災
を
免
れ
た
公
共
施
設
に

移
り
業
務
を
行
う
た
め
、
具
体
的
な

方
法
に
つ
い
て
は
、
業
務
継
続
計
画

策
定
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

◆
新
庁
舎
の
設
計
の
変
更
理
由
を

問　

①
全
会
派
一
致
で
の
附
帯
意
見

を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。
②
金
銭

面
以
外
で
の
理
由
を
。
③
免
震
構
造

と
耐
震
構
造
の
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

受
け
方
の
違
い
は
。

答
市
長　

①
真
摯
に
受
け
止
め
て
い

る
。

答
総
務
部
長　

②
免
震
・
耐
震
に
耐

震
性
能
に
差
異
は
無
く
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
た
対
応
が
可
能
。
③
耐
震

は
直
接
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
伝
わ
る
。

安
全
に
つ
い
て
も
確
保
し
て
い
く
。

三
十
歳
か
ら
の
乳
が
ん
検
診
の

実
施
と
自
己
負
担
額
の
軽
減
を

雪
田　

き
よ
み

問　

乳
癌
は
女
性
の
癌
の
部
位
別
罹

患
数
が
最
も
高
い
癌
で
す
。
30
歳
を

超
え
る
と
急
速
に
発
症
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。
乳
癌
は
五
年
経
過
後
も

再
発
の
可
能
性
が
あ
り
、
生
活
や
人

生
の
質
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
変
重
要
で

す
。
乳
癌
検
診
の
対
象
を
30
歳
以
上

と
す
る
こ
と
、
近
隣
市
と
比
較
し
て

も
高
い
自
己
負
担
額
を
軽
減
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
健
康
福
祉
部
長　

厚
労
省
の
「
癌

検
診
の
あ
り
方
検
討
会
」
中
間
報
告

や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
方
針
で
も
乳
癌
検
診
は

40
歳
以
上
の
実
施
が
妥
当
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
受
診
率
の
向
上
の
た
め
に

は
、
効
果
的
・
効
率
的
な
周
知
方
法

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

子
ど
も
の
医
療
費
を
市
外
受
診
時

も
窓
口
負
担
ゼ
ロ
へ

問　

お
金
の
心
配
が
な
く
子
ど
も
を

受
診
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
外
で

受
診
し
て
も
窓
口
負
担
を
ゼ
ロ
に
す

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

答
健
康
福
祉
部
長　

関
東
一
都
六
県

で
は
、
埼
玉
県
以
外
の
都
県
で
県
内

で
の
医
療
費
の
無
料
化
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
埼
玉
県
で
も
実
施
で
き

る
よ
う
に
、
埼
玉
県
に
対
し
て
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
保
の
広
域
化
と 

加
入
者
の
負
担
軽
減
を

佐
藤　

清
治

問　

県
が
納
付
金
や
標
準
保
険
料
率

を
決
定
す
る
に
あ
た
り
市
町
村
と
協

議
し
て
い
く
事
に
な
る
が
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
縛
ら
れ
る
こ
と
は
な
い

と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

答
健
康
福
祉
部
長　

基
本
的
に
は
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
上
で
協
議

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問　

広
域
化
し
た
時
に
一
般
会
計
か

ら
国
保
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
は
独
自

に
決
め
て
良
い
と
受
け
と
め
て
い
い

の
か
。

答
健
康
福
祉
部
長　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
解
消
、
ま
た
は
削
減
す
べ
き
と

示
さ
れ
て
い
る
。

　

担
当
と
し
て
は
ま
だ
議
論
ま
で
至

っ
て
い
な
い
。

問　

国
保
加
入
者
の
中
で
子
ど
も
達

が
２
０
１
７
人
（
０
才
か
ら
15
才
）

い
る
、
均
等
割
、
3
万
３
０
０
０
円

を
課
税
す
る
の
は
お
か
し
い
。

答
健
康
福
祉
部
長　

子
ど
も
に
対
す

る
均
等
割
軽
減
の
要
望
は
全
国
知
事

会
等
か
ら
も
国
に
出
さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
的
な
国
保
に
対
す
る
課
題
に

な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
国
で
も
議
論
さ
れ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問　

保
険
者
支
援
金
は
国
保
税
の
引

き
下
げ
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

答
健
康
福
祉
部
長　

考
え
て
い
な
い
。

吉
川
橋
周
辺
、
平
沼
西
部
地
区

の
都
市
計
画
変
更
に
つ
い
て

加
藤　

克
明

問　

こ
の
地
域
は
、「
道
路
狭
隘
」「
木

造
密
集
地
域
」
さ
ら
に
は
「
浸
水
被

害
」
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
た
地

域
で
も
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
都

市
計
画
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答
都
市
建
設
部
長　

平
沼
周
辺
地
区

は
、
古
く
か
ら
中
川
の
舟
運
や
街
道

の
陸
運
で
栄
え
、
市
の
発
展
や
文
化

な
ど
支
え
て
き
た
地
区
。
こ
の
地
区

は
、
道
路
の
幅
員
が
狭
く
、
建
物
が

密
集
し
、
地
震
時
に
お
け
る
火
災
の

延
焼
な
ど
の
危
険
性
が
高
い
場
所
も

含
ま
れ
る
な
ど
、
防
災
上
の
課
題
を

抱
え
た
地
区
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
市
で
は
、
地
元
住
民
代
表
で
構

成
さ
れ
る
平
沼
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
と
の
協
働
に
よ
り
、「
建

て
詰
ま
り
」の
解
消
な
ど
を
図
る「
地

区
計
画
」
や
建
物
の
構
造
を
防
火
性

能
の
高
い
も
の
と
す
る
「
準
防
火
地

域
」
な
ど
建
築
の
際
の
ル
ー
ル
の
導

入
を
順
次
進
め
て
お
り
、
平
沼
周
辺

地
区
内
約
7
割
の
地
域
に
地
区
計
画

指
定
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
地
元

住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。
浸
水
地
域
の
治
水
対
策
に
つ

い
て
も
、
28
年
度
改
定
す
る
総
合
治

水
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　総

合
的
取
り
組
み
で 

投
票
率
向
上
を
目
指
し
て
は

伊
藤　

正
勝

問　

市
長
就
任
２
年
目
。
市
制
20
周

年
。
総
合
戦
略
も
ま
と
め
た
。
市
政

に
の
ぞ
む
基
本
方
針
を
あ
ら
た
め
て

伺
い
た
い
。
今
後
の
施
策
の
柱
と
し

て
「
投
票
率
の
向
上
」
を
目
指
し
て

は
ど
う
か
。

答
市
長　
「
価
値
あ
る
未
来
」
を
、

オ
ー
ル
吉
川
で
。
行
政
、
政
治
、
市

民
の
三
位
一
体
で
推
進
し
た
い
と
申

し
上
げ
て
き
た
。
市
長
キ
ャ
ラ
バ
ン

の
実
施
な
ど
情
報
公
開
、
市
民
意
見
、

政
策
過
程
の
可
視
化
、
責
任
の
明
確

化
。
新
庁
舎
、
新
中
学
校
、
東
口
開

発
に
つ
い
て
も
見
直
し
、
年
次
計
画

を
明
示
。
投
票
率
の
向
上
は
難
し
い
。

日
常
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ
。

問　

先
の
市
議
選
は
42
．
９
％
。
20

代
は
21
％
、
30
代
は
29
％
。
70
代
は

66
％
台
。
お
い
し
い
給
食
、
い
じ
め
、

防
災
や
公
園
再
生
等
々
。
各
施
策
や

政
策
の
相
互
連
携
。
国
や
県
、
市
民

と
の
関
係
づ
く
り
。
投
票
率
向
上
の

視
点
加
え
総
合
的
展
開
を
と
要
望
し

た
い
。
新
た
に
共
通
投
票
所
設
置
の

方
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
が
。

答
総
務
部
長　

市
内
の
有
権
者
で
あ

れ
ば
誰
で
も
投
票
で
き
る
共
通
の
投

票
所
。
現
在
国
会
で
審
議
中
。
二
重

投
票
防
止
の
オ
ン
ラ
イ
ン
整
備
が
必

要
で
次
の
参
議
院
選
挙
で
の
実
現
は

難
し
い
状
況
だ
。

答
え
て
市
長
！
一
般
質
問 

前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き


